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横須賀市の高齢者を取り巻く状況

◆総人口の減少
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実績値 推計値 20年後の2040年には
総人口が約８万人減少し、
高齢化率が40％に迫る



横須賀市の高齢者を取り巻く状況
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◆高齢化率（特に後期高齢化率）の上昇

総人口は減少するが、
65歳以上の

高齢者数は横ばい

高齢化率の上昇

特に、75歳以上の
後期高齢者が増加

後期高齢者の割合は
年々増加している
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◆要介護・要支援認定者数の増加

年齢が上がるにつれ、
要支援・要介護認定者の
割合（認定率）が上がる

75歳以上の後期高齢
者数が増加している

認定率の上昇及び
認定者数の増加

認定者数は
令和１７年度に
最大となる見込み



本計画の策定と目標

◆基本目標の設定

いくつに
なっても
誰もが
自分らしく
幸せに

生きられる
まち

誰もが健康で
生き生きと
主体的に

暮らせるまち

誰もが地域の
一員として
支え合い、
暮らせるまち

誰もが自分に
合った環境で
安心して

暮らせるまち



本計画の策定と目標

◆基本目標を実現するための方針と方針目標
方針１ それぞれの状態に応じた健康づくり

• 健康寿命の延伸に向け、多様な健康課題に対応していくために、疾病予防や介護予防に関する正しい
知識の普及啓発を図ります。

• 健康診査やがん検診を実施し、生活習慣病等の早期発見につなげます。

• 高齢者個人の状態に合わせた各種事業を実施することで、自立支援・重度化防止を図ります。

方針２ 地域における支え合いの基盤づくり

• 高齢者が社会参加するきっかけづくりや情報提供を進めます。

• 生活支援コーディネーターと連携し、地域で暮らす方々の「やりたい・やってみたい」が実現できるよう、
寄り添い一緒に考え、共に地域づくりを進めます。

• 地域の見守りネットワークの在り方や見守る人の負担軽減について関係機関と連携し検討します。

方針３ 認知症との共生

• 認知症の人や家族の理解者を増やし、認知症があってもなくても、同じ地域の一員として支え合える
共生社会を目指します。

• 認知機能の低下がみられた場合に、早期受診・早期支援につなげ、重症化を予防します。

• 生活上の困難が生じた場合でも、身近な地域で気軽に相談ができ、医療・介護の専門機関と共に継続的
に支援していく体制を整備していきます。



本計画の策定と目標

◆基本目標を実現するための方針と方針目標

方針４ 高齢者本人と家族を支えるネットワークの充実

• 在宅生活の不安を減らせるよう支援を強化していきます。

• 介護者の心身の負担を軽減し、介護を継続していけるよう支援していきます。

• 多機関との協働により取りこぼしのない包括的な相談支援体制を推進します。

• 関係機関との連携を深めて支援体制を強化し、高齢者虐待を防止します。

• 安心して在宅療養や在宅看取りを選択できる体制を整備します。

方針５ 介護保険制度の持続可能で安定的な運営

• 在宅生活の支援や在宅生活が困難な人を受け入れるために必要な施設・事業所を整備し、利用者にサー
ビスを過不足なく提供できるよう努めます。

• 迅速かつ適正な認定調査と、適切な介護給付が行われるようにします。

• 安定的な事業所の運営・サービス提供のために、介護職の魅力発信・処遇改善への働きかけを行い、人材
確保・育成・定着を支援していきます。

• 事業者の負担軽減・業務の効率化を図り、介護従事者が利用者へのケアの質を確保できるよう取り組ん
でいきます。



横須賀市が目指す「地域包括ケアシステム」の姿

地域包括ケアシステムは
おおむね3 0分以内に

必要なサービスが提供される
日常生活圏域

（本庁および行政センター区域）
を単位として想定

住まい

住み慣れた地域で
安心して暮らしつづけるために… 介護

・ホームヘルプ
・デイサービス
・ショートステイ

など

・特別養護老人ホーム
・老人保健施設
・グループホーム

など

・地域の助け合い活動
・体操や茶話会等、人が集う場

生活支援・介護予防

町内会・自治会、民生委員児童委員、老人クラブ
ボランティア、ＮＰＯ、民間企業など

社会参加・見守り・手助け

・居宅介護支援事業所
・認知症初期集中支援チーム

・横須賀にこっと
ＳＯＳネットワーク

医療
かかりつけ
・診療所
・歯科診療所
・薬局

病院
・急性期
・回復期
・慢性期

医師、歯科医師、薬剤師、
看護師、ケアマネジャー、ホームヘルパーなど

通院・入院

訪問

通所・入所

訪問

・地域包括支援センター

・オレンジパートナー

・認知症サポーター

・成年後見制度

・終活支援

本市の地域包括ケアシステム説明図

基本目標を実現するためには、
医療、介護、介護予防、住まい、生活支援が
包括的に提供される
「地域包括ケアシステム」の構築が
必要不可欠です。

第９期計画では引き続き、
要介護状態になっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最期まで
続けることができるよう、
「地域包括ケアシステム」を
深化・推進していきます。

本計画の策定と目標

◆地域包括ケアシステムの深化・推進
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